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催
は
。

答　

開
催
予
定
は
な
い
。

Ｇ
Ｍ
Ｇ
社
便
宜
供
与
の
疑
い

問　

代
金
納
入
な
く
て
契

約
締
結
し
て
い
い
の
か
。

答　

相
手
を
信
頼
し
た
。

不
履
行
が
我
々
の
反
省
点
。

問　

契
約
相
手
方
に
市
長

従
兄
が
い
る
の
は
非
常
識
。

　

何
故
、
支
払
い
能
力
が

あ
る
と
見
込
ん
だ
の
に
保

証
金
を
危
険
を
冒
し
て
ま

で
敢
え
て
免
除
し
た
の
か
。

答　

契
約
の
段
階
、
財
務

る
が
、
決
定
は
道
路
管
理

者
と
協
議
し
、
決
定
す

る
。
整
備
の
必
要
性
は
、

協
議
結
果
に
基
づ
き
判
断

す
る
。
整
備
費
は
国
が
負

担
。

問　

小
高
へ
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
は
、
帰
還

に
向
け
た
大
き
な
道
標
と

す
べ
き
で
あ
り
、
避
難
道

路
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
経
緯
と
今
後
の
見
通
し

を
伺
う
。

答　

復
興
・
再
生
に
向

け
、
国
の
責
務
で
整
備
す

規
則
の
運
用
面
に
非
常
に

不
備
、
至
ら
な
い
点
が
あ

り
、
規
則
を
的
確
に
運
用

で
き
る
よ
う
に
契
約
実
務

を
改
め
て
、
こ
う
し
た
取

引
の
失
敗
に
繋
が
る
事
が

今
後
発
生
し
な
い
よ
う
に

予
防
す
る
観
点
で
、
契
約

の
ひ
な
形
等
の
改
正
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
時
、
財
務
規
則
及
び

契
約
の
運
用
に
当
た
っ
て

非
常
に
不
十
分
な
点
が

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

る
こ
と
を
要
望
し
て
い

る
。
明
確
な
回
答
は
無
い

が
、
検
討
会
を
こ
れ
ま
で

４
回
開
催
し
て
お
り
、
県

と
共
に
実
現
に
向
け
組
ん

で
行
く
。
ま
た
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も

視
野
に
入
れ
、
実
現
で
き

る
よ
う
国
へ
要
望
し
て
行

く
。

市
長
選
挙
時
の
公
約

問　

市
民
は
、
市
長
に
賠

償
の
取
り
纏
め
を
望
ん
で
い

る
。
完
全
賠
償
と
は
何
か
。

答　

原
状
回
復
。
線
引
き

一
律
は
認
め
ら
れ
な
い
。

問　

平
成
25
年
の
国
と
東

電
へ
の
『
要
求
書
』
に
お

い
て
市
長
は
「
市
全
体
の

除
染
が
終
わ
り
不
安
が
無

く
な
る
迄
、
精
神
的
慰
謝

料
を
」と
要
求
。　

現
在
、

放
射
性
物
質
が
生
活
空
間

で
舞
い
飛
ん
で
お
り
、
居

住
に
よ
る
精
神
的
慰
謝
料

が
発
生
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

答　

強
制
的
に
戻
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

の
で
、
今
後
発
生
は
な
い
。

問　

今
後
、
市
民
の
健
康

被
害
が
あ
る
か
、
初
期
被

ば
く
は
ど
う
か
。

答　

浮
遊
物
を
測
定
し
、

県
の
調
査
を
見
守
る
。

問　

公
約
「
完
全
賠
償
を

求
め
る
市
民
大
会
」
の
開

問　

輸
送
計
画
は
、
市
町

村
の
意
見
を
聞
き
連
携

し
策
定
す
る
と
し
て
い

る
。
市
は
、
積
極
的
に
関

わ
り
、
一
日
も
早
い
中
間

貯
蔵
施
設
へ
の
輸
送
体
制

を
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

輸
送
は
、
関
係
機
関

の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、

国
は
、
県
・
市
町
村
等
で

構
成
す
る
輸
送
連
絡
調
整

会
議
を
設
置
し
、
計
画
策

定
に
加
え
、
情
報
共
有
や

協
力
体
制
構
築
を
図
る
と

し
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
、
市
民
生
活
や
交
通
へ

の
影
響
に
配
慮
し
、
輸
送

が
安
全
か
つ
円
滑
に
行
わ

れ
る
計
画
と
な
る
よ
う

積
極
的
に
意
見
、
提
言
す

る
。

問　

本
格
運
搬
は
、
大
型

車
が
予
想
さ
れ
、
既
存
道

路
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
対
応
認
識
を
伺
う
。

答　

ル
ー
ト
選
定
は
、
環

境
省
が
現
在
選
定
中
で
あ

質問を終えて
　市長選公約の「総決起
大会」不開催は公約違
反！契約保証金３千万円
免除は市長の政治責任！

「馬場公会堂大気浮遊ダスト」

輸送道路常磐道開通（26.12.06）

そ
の
他
の
質
問

❶ 

高
速
道
、
医
療
無
料
化

措
置
に
つ
い
て

❷ 

金
銭
賠
償
以
外
の
補
償

「
特
区
」
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶ 

基
準
値
超
過
米
の
原
因

と
26
年
産
米
の
結
果
は

❷ 

農
地
除
染
の
進
捗
と
今

後
の
見
通
し
は

❸ 

28
年
４
月
帰
還
に
向
け

た
、
環
境
整
備
の
徹
底
は

質問を終えて
　中間貯蔵へ輸送開始。予想
を超える大型トラック往来。
安全最優先対策を。

一
般
質
問

賠
償
市
民
大
会
と

賠
償
市
民
大
会
と

Ｇ
Ｍ
Ｇ
契
約
問
題

Ｇ
Ｍ
Ｇ
契
約
問
題

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の

輸
送
計
画
は

輸
送
計
画
は

大山 弘一 議員

奥村 健郎 議員
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解体が待たれる被災家屋（20㎞圏内）

そ
の
他
の
質
問

❶ 

消
防
団
活
動
災
害
見
舞

金
制
度
に
つ
い
て

❷ 

津
波
被
災
地
域
の
基
盤

整
備
の
進
方
に
つ
い
て

❸ 

旧
警
戒
区
域
の
商
店
再

開
に
つ
い
て

に
つ
い
て
は
、
環
境
省
に

申
し
入
れ
を
し
て
い
く
事

に
な
る
。

請
戸
川
土
地
改
良
区
賦
課

金
に
つ
い
て
。

問　

特
別
賦
課
金
に
つ
い

て
、
市
長
は
、
副
理
事
長

と
し
て
、
今
後
の
小
高

区
・
浪
江
町
・
双
葉
町
等
々

が
進
め
る
被
災
地
基
盤
整

備
に
つ
い
て
、
国
、
県
に

窮
状
を
述
べ
て
、
軽
減
策

を
図
り
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

浪
江
町
・
双
葉
町
さ

ん
と
相
談
を
し
連
携
を
図

り
、
国
に
対
し
て
、
今
後

の
避
難
指
示
区
域
内
の
復

旧
に
つ
い
て
、
地
域
事
情

に
応
じ
た
手
当
等
に
つ
い

て
、
三
市
町
村
合
意
の
中

で
申
し
上
げ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

避
難
か
ら
、
３
年

９
ヶ
月
が
過
ぎ
、
雨
漏
り

や
、
小
動
物
に
荒
ら
さ

れ
、
も
う
住
む
事
を
諦

め
、
壊
し
た
い
と
の
思
い

の
方
々
が
お
り
ま
す
。
し

か
し
半
壊
以
上
の
判
断
が

必
要
で
あ
る
が
、
今
後
の

荒
廃
家
屋
の
解
体
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

荒
廃
家
屋
の
解
体
認

定
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

が
、
浸
水
等
の
認
定
を
参

考
に
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
判
断
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
環
境
省
と
調
整

を
進
め
て
い
く
。

問　

今
後
荒
廃
建
物
の
解

体
の
新
基
準
に
つ
い
て
、

ど
う
決
め
る
の
か
、
そ
し

て
市
民
の
方
々
に
も
説
明

と
知
ら
し
め
が
必
要
で
あ

る
が
進
め
方
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

答　

基
準
に
つ
い
て
の
内

容
は
、
環
境
省
・
復
興
庁

が
協
議
を
し
て
決
定
し
て

行
く
も
の
で
あ
り
、
周
知

質問を終えて
　生活基盤の住居施策に力点
を置き、旧警戒区域内の復旧・
復興が、今年の課題である。

旧
警
戒
区
域
内
の

旧
警
戒
区
域
内
の

荒
廃
家
屋
解
体
は

荒
廃
家
屋
解
体
は

一
般
質
問

成
機
関
誘
致
も
検
討
す
べ

き
。

問　
「
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
教
育
」
に
向
け
た
、

新
た
な
対
応
は
何
か
。

答　

従
来
の
事
業
を
一
層

充
実
さ
せ
、
郷
土
愛
を
備

え
、
自
立
し
た
児
童
・
生

徒
を
育
成
す
る
。

問　

目
標
は
良
い
。
し
か

し
答
弁
は
従
来
か
ら
の
事

業
だ
。
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

の
で
、
市
採
用
教
師
の
独

自
配
置
な
ど
、
積
極
的
に

新
規
の
対
応
を
取
る
べ
き
。

問　

復
興
予
算
を
着
実
に

執
行
す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
に
事
務
改
善
し
た
か
。

答　

各
課
の
予
算
進
捗
を

把
握
し
、
課
題
は
全
庁
的

に
調
整
・
検
討
し
た
。

問　

権
限
委
譲
な
ど
財
務

規
則
改
正
、
内
部
資
料
の

簡
素
化
等
を
実
施
す
べ

き
。

答　

現
在
、
事
務
手
続
改

善
の
要
望
等
を
調
査
中
。

質問を終えて
　次年度に向けて新規施
策等を提案しました。次
の三月議会で、検討結果
の答弁を求めます。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

被
災
地
・
南
相
馬
市
の

将
来
像
は

❷ 

ま
ち
な
か
居
住
の
た
め

の
振
興
策
は

❸ 

国
・
県
道
な
ど
都
市
間

交
通
の
課
題
は

問　

工
業
団
地
造
成
が
進

む
が
、
今
後
の
就
業
者
数

を
ど
う
見
込
む
か
。

答　

平
成
36
年
の
想
定
就

業
者
は
１
万
８
千
150
人
だ

が
、
さ
ら
に
３
千
450
人
程

度
増
や
し
た
い
。

問　

誘
致
の
具
体
策
は
。

答　

今
年
度
、
誘
致
活
動

計
画
を
策
定
す
る
。

問　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
充

実
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
誘
致
、

東
京
へ
職
員
派
遣
な
ど
新

規
対
応
を
充
実
す
べ
き
。

問　

医
療
・
介
護
の
現
状

と
課
題
は
何
か
。

答　

両
分
野
と
も
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
て

い
な
い
。
医
療
・
介
護
人

材
不
足
が
原
因
。

問　

不
足
数
と
、
そ
の
新

た
な
確
保
策
は
何
か
。

答　

看
護
師
100
人
、
介
護

職
員
50
人
不
足
。
確
保
事

業
を
継
続
・
充
実
す
る
。

問　

市
の
試
算
よ
り
多
く

の
人
材
が
不
足
し
て
い

る
。
寄
附
講
座
や
人
材
育

復
興
に
向
け
た

復
興
に
向
け
た

重
点
施
策
は

重
点
施
策
は

平成28年度供用開始の復興工業団地（原町区萱浜）

竹野 光雄 議員

門馬 和夫 議員


